
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広田団地の集約と縮減に関する基本方針 
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五所川原市 



 第１ 方針策定の目的と位置づけ                        

 １ 方針策定の背景と目的 

  広田団地は、２８棟・３５２戸〔別添資料１_配置図参照〕からなり、当市の保有する市営住
宅（１４団地・９４棟・１４０９戸）の中でも最大規模の市営住宅である。１９７７年から約
１０年をかけて建設され、築後４０年を経過していることから、老朽化が著しく、特に屋根や
外壁、各種配管の劣化が顕著であり、その修繕費は莫大で、全棟を修繕し、将来に渡って維持
管理することは困難な状況である。 

  また、昨今では広田団地への入居希望者が年々減少しており、住宅ストックが余剰している
状況で、今後更に市の人口減少が進んでいくことを考えると、新たな市営住宅の整備を積極的
に進めていく状況ではなくなってきていることから、広田団地の集約と縮減に向けて、基本的
な方針を定めるものである。 

 

 ２ 方針の位置づけ 

  本方針は、五所川原市公共施設等総合管理計画を具現化するための実施計画である五所川原
市市営住宅長寿命化計画を上位計画として、今後の広田団地の集約と縮減に向けた基本的な方
針を定めたものである。 

 

 第２ 建物の集約と縮減の考え方と方策                     

 １ 建物の集約と縮減の基本的方針 

  広田団地の集約と縮減にあたっては、建物の老朽化の進行に伴う耐震性能等に配慮する必要
があることから、新耐震基準の建物（以下「配置図ブロック③」という。）６棟・１１４戸に集
約することとし、旧耐震基準の建物（以下「配置図ブロック①②」という。）２２棟・２３８戸
は用途廃止することとする。 

 

 ２ 建物の集約と縮減の進め方 

  広田団地の集約と縮減に係る大規模修繕、用途廃止等の進め方は、〔別添資料２_広田団地集
約縮減スケジュール〕を基本とする。 

  配置図ブロック③の６棟については老朽化が著しいことから、入居者が安心して生活できる
住環境を整備するため、順次大規模修繕を実施する。 

  配置図ブロック③６棟の大規模修繕終了後、配置図ブロック①②について、順次用途廃止を
実施する。 

  修繕と用途廃止に要する期間は、全体で概ね２１年間を見込むものである。 
 



 第３ 入居者移転に関する取組方針                       

 １ 移転先の確保と入居者への対応 

  配置図ブロック③の大規模修繕、配置図ブロック①②の用途廃止にあたっては、入居者の移
転が必須となることから、入居者への全体説明会、個別アンケート、個別相談等を丁寧に実施
することで入居者の理解を得られるよう努める。 

  また、入居者の移転先は、配置図ブロック③や市内の他の市営住宅を基本とし、セーフティ
ネット住宅（※１）の活用や、福祉部局と連携体制を整え居住サポート住宅（※2）の推進も図ってい
く。 

 

 ２ 入居者移転の進め方 

  ・広田団地はこの基本方針策定により、入居者の募集停止とする。 
・入居者移転の進め方は、〔別添資料３_広田団地入居者支援の基本的な流れ〕を基本とする。 

 

 ３ 入居者の移転に伴う各種支援 

 (１) 相談窓口の設置 
     本方針の実施に伴う入居者の移転への要望や心配事、相談等を受ける相談窓口を市役

所建築住宅課内に設置し、適宜対応出来る体制を整える。 
 (２) 引越し費用を支援 
     本方針の実施に伴い入居者が移転する場合、移転補償費を支払う。 
 (３) 市営住宅への特定入居 
     本方針の実施に伴って入居者が、大規模修繕後の配置図ブロック③及び他の空き市営

住宅へ移転する場合は、優先して入居できるものとする。 
 (４) 移転先家賃の負担調整 
     市内の市営住宅に移転し家賃が移転前より上昇した場合、激変緩和措置（移転前と移

転後の家賃の差額を、５年で段階的に上昇させていく。）による入居者の負担軽減調整を
行う。 

 (５) セーフティネット住宅へ移転した場合の家賃支援 
     国の補助金（家賃低廉化補助）が受けられるよう、県と綿密な連携を図っていく。 
 (６) 自力での移転が困難な入居者への支援 
     随時相談窓口で相談等を受け付ける他、必要があれば自宅に出向いて個別相談を受け

ることとする。連帯保証人や親族などへの連絡及び協力要請、入居者の健康状態等を確
認の上、市の福祉部局や関係機関の協力を仰ぎながら円滑な移転支援に務めていく。 

 
 
 



 ４ 入居者移転にあたって特に配慮すべき事項 

  ・高齢者や障がい者などの下肢に困難を抱える入居者への低層階への移転希望 
  ・小中学生の学区に配慮した移転希望 
 
用語説明 
※１セーフティネット住宅とは「セーフティネット制度」に基づき登録され、住宅確保用配慮者

（高齢者、障がい者、子育て世帯など）の入居を拒まない賃貸住宅 
※２居住サポート住宅とは入居中の居住サポート（安否確認・見守り・福祉サービスへのつなぎ

等）を行う居住安定援助賃貸住宅
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広田団地現入居者説明会

広田団地現入居者個別アンケート

個別相談

２４号棟～２９号棟
現入居者移転 （ＲＣ造）

２４号棟～２９号棟大規模修繕
１１４戸

３号棟～１０号棟解体工事 
（ＣＢ造平屋）

１・２・１１号棟～２３号棟
現入居者移転 （ＲＣ造）

１・２・１１号棟～２３号棟
用途廃止（ＲＣ造）

資料２＿広田団地集約縮減スケジュール

広田団地（352戸）



広田団地の縮減・集約の基本的な流れ

 広田団地の調査 現状把握と調査

 国・県との協議・調整 県担当課との打合せ

 移転先の状況確認 移転先候補の状況確認

 関係部局との協議 福祉部局との連携

 用途廃止時期の検討

 基本方針の策定

○ 移転支援の開始

入居者 市

 入居者説明会

 個別アンケート 移転先調整

 個別相談

○移転開始
 ブロック３入居者移転開始  移転支援の実施
・広田団地内又は他団地内へ移転 ・移転補償や退去修繕免除

 ブロック３の大規模修繕開始

 移転者ブロック３へ  大規模修繕終了
・前住宅へ移転 ・移転補償や退去修繕免除

ブロック３の大規模修繕が完了

 ブロック１、２入居者移転開始  移転支援の実施
・移転補償や退去修繕免除

用途廃止手続
用途廃止後における用途等の
財産利活用を検討

資料3

 広田団地入居者募集停止
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